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グローバル輸送科学科

　地球規模で成長を続ける輸送と物流の世界は、多

様なスペシャリストとともに、幅広い視野を持つ人材

が求められます。本学科では、最適な海上輸送と物

流システムの構築を多角的に追究。専門性と学際性

を備えた、輸送・物流分野のグローバル・リーダーを

育てます。

輸送と物流の未来を拓く
グローバル・リーダーへ

学生が語る 学科の魅力

海事科学部
3年生
春名優香理

海事科学研究科 
博士課程
前期課程1年生

田畑 綾華

海事科学研究科 
博士課程
前期課程1年生

瀬山 竣貴

海事科学部
4年生
岡崎真衣子

海事科学部
4年生
松村 昂輝

海事科学部
4年生
森田 光一

研究の楽しさは
どこにある？

現在、研究して
いるテーマは？

将来の夢は？

所属学科の
魅力は？

所属学科を
選んだ理由は？

研究室を選んだときの
ポイントは？

航海分野と交通運輸分野の
グローバル･リーダーをめざす
グローバル化に対応し、国際物流の基盤を支える輸送体系の高度化に貢献

するための研究･教育を展開します。航海システムの船舶運航･管理技術と、

海上以外にも応用可能な交通運輸の経営管理について学際的に学びます。

■養成する人材像 ■取得可能な資格

航海マネジメント
コース

ロジスティクス
コース

日本の港湾の国際競争力を強化し、東
アジアの重要な国際ハブ港を実現す
るため、港湾の管理･行政を担う人材
が強く求められています。

船舶運航管理、港湾管理、
海事行政

輸送において海と陸をつなぐ港湾コ
ンテナターミナルで、数理計画や統計
解析、シミュレーションなどを用いて、
高効率な運用を担います。

経営数理、情報システム、
コンテナ輸送の効率化

経済学的見地からグローバルな物流･
輸送の流れを解明し、最適な輸送シス
テムを構築します。

輸送計画、輸送ネットワーク

▲

社会科学および自然科学の知識を縦横断的に活
用できる力を備えた人材

▲

実習･演習を通して、リーダーシップやコミュニ
ケーション能力を身に付けた人材

▲

柔軟な思考方法で積極的に問題解決に取り組める
人材

▲

交通運輸分野において企画･立案･分析･管理でき
る能力を身に付けた人材

●航海マネジメントコース

●ロジスティクスコース

■進路イメージ

▲

船舶職員　

▲

船舶運航管理者

▲

港湾管理者　

▲

海事行政官

▲

大学院進学 など

▲

交通運輸産業（物流、商社、情報など）管理部門

▲

中央･地方行政官

▲

大学院進学 など

●航海マネジメントコース

●ロジスティクスコース

▲

三級海技士（航海）
　※受験資格（筆記試験免除、口述試験受験資格）

▲

海技士免許講習（航海系5種）　※資格取得可能

▲

登録ECDIS講習（Generic）　※資格取得可能

▲

船舶衛生管理者　※受験資格（講習の一部免除）

※三級海技士（航海）・船舶衛生管理者の受験資格を得るため
に、また登録ECDIS講習を修了するには、海事科学部を卒業
後、乗船実習科（26ページ参照）を修了する必要があります。

●航海マネジメントコース

貿易立国・日本の海運を支える船員約5万人のうち、日
本人はわずか約2,600人です。安心安全な航行に向け
て情報システムを設計・運用する技術と、外国人船員と
意思疎通をはかる高度なコミュニケーション能力を備
えた、優秀な日本人海技士が強く求められています。

航海情報システムの開発・運用

※年次および取材内容は2018年1月時点のものです。
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●2～4年生の縦割り班で神戸～関空沖を漕ぐカッター実習
では、リーダーシップや団結力、気力と体力を鍛えるだけで
なく、学年を超えた繋がりができます。（3年生 春名）

●将来の自分の仕事に直結することを学べることです。実習
や、授業からその専門的な技術を学べるので、現場で即戦
力となる力を身につけることができます。（4年生 森田）

●乗船実習があったため、まだ研究はしてい
ないです。(分野としては人の緊張の度合
い等を測定しています。)（3年生 春名）

●輸送包装の適正化のために、実務的に有
効な落下高さ評価法の提案と、その効果
について検討しています。

　（博士課程 前期課程1年生 田畑）
●鉄道コンテナ輸送トラックの運行挙動の

モデル化について研究しています。
　（博士課程 前期課程1年生 瀬山）

●航海士が安心して円滑に航行できるようサポート
できるような港湾通信士になり、海上交通を陸か
ら支えられるようになりたいです。（3年生 春名）

●学部卒業後は大学院に進学する予定なので、そ
こで得た知識などを活かせる職業に就きたいと
考えています。（4年生 松村）

●自分の「気になる」ことを突き詰めて考える
ことは、とても楽しく思います。

　（博士課程 前期課程1年生 田畑）
●新しいアイデアを実践し、仮説の根拠を示

すことが出来たときは楽しいです。
　（博士課程 前期課程1年生 瀬山）

●「北陸新幹線延伸後の航空利用者の属性変化につ
いて」です。新幹線開通後に航空利用者が激減した
ことを受け、プログラミングや経済学を利用して、
その原因と対策を追求しています。（4年生 岡崎）

●理系科目をベースとして、それを活かした文
系の分野など幅広く学ぶことができる点で
す。この学部、学科でしか学ぶことができない
ことがたくさんある点が魅力的だと思います。

（4年生 岡崎）
●幅広い分野について学ぶ機会が得られ、選択

肢が増える点。
　（博士課程 前期課程1年生 瀬山）

●日本で包装を専門としている研究室は他にはない
上、企業の方の前で発表する機会が多く、貴重な経
験ができると思ったからです。

　（博士課程 前期課程1年生 田畑）
●教授の授業内容が最も興味のある分野であったこと

が一番のポイントです。その後、研究室訪問の際に、
過去の研究内容や、3年生のゼミの間に学べる内容
などを聞いて決めました。（4年生 岡崎）

●研究内容に興味があったことと、実験で港湾通信士の職
場に行けることが魅力的だったからです。（3年生 春名）

●以前から教授の講義に興味を持っており、また、数学が得
意だったので理系の研究室を選びました。（4年生 松村）

●情報数学、物理、経済、経営などの幅広い分野を学ぶことができるの
で、本学科を選びました。（4年生 松村）

●高校生の時に、船乗りという職業に就きたいと考えていました。現
在、大学でそのコースが存在するのは、神戸大学と東京海洋大学の
みです。その中で総合大学である神戸大学に魅力を感じ、航海マネ
ジメントコースを志望しました。（4年生 森田）

●交通・物流について、幅広い視点か
ら学ぶことができると考えたから。

　（博士課程 前期課程1年生 瀬山）

●船舶交通を安全かつスムーズにするため陸
から航海士と交信する港湾通信士に憧れて
おり、航海士目線でも物事を見られるように
なりたいと思ったからです。（3年生 春名）

●どんなに小さいことでも、まだ誰も研究していないこ
とを研究している点です。これは、私の研究室の教授
がいつも言っていることで、私たちでもまだ誰も研究
していないことを新たに発見しているんだと思うと、
研究がどんどん面白くなります。（4年生 岡崎）

●プログラミングを書く際、アルゴリ
ズムを自分なりに考え、それが思
い通りに動いてくれた時が一番楽
しいです。（4年生 松村）

●大型外航船の航海士として経験を積
み、いずれは日本の経済を動かす、大
きな役割を担えるような会社の役員
となって、日本を海運から支えていけ
る存在になることです。（4年生 森田）

●将来は、物流事業に携わるので、海事科学部で培った専門
性の高い知識も活かしながら、国内外で幅広く新しいサー
ビスを作り上げていきたいと思っています。（4年生 岡崎）


